
















要約:全国 7 県の市部,町村部の公立私立の保育所 18 施設の保母(保父),幼稚園 18 施設の

教諭ならびに 2 政令市 10 保健所の保健婦を対象に母子歯科保健現状調査を実施した。そ

の結果,保育所保母,幼稚園教諭は日常業務において幼児の歯科保健に関する問い合せを比

較的多く受けており,関心も高い。また,その内容は齲蝕予防より咀嚼機能に関して関心が

高い傾向が示唆され母子歯科保健の指導者は今後一考を要する。しかしながら,保母,教諭

は保健婦と比較して歯科保健知識度は不十分であり,自らも適切な歯科保健資料を必要と

していることが明らかになった。

一方,保健婦は歯科保健知識度は遜色ないものの,歯科保健の優先順位が比較的低く,今後

調査の必要性が示唆された。


